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ちゅうりっぷ組 

 おままごとが大好きなちゅうりっぷ組の子どもたち。よりおままごとのイメージを広げ、盛り上がるといいな

と思い、手作りのドリンクバーや冷蔵庫、洗濯機を用意しました。遊びの中で、ドリンクバーでジュースを入れ

たり、洗濯物を洗濯機に入れたり、冷蔵庫から食材を取り出したりと、普段の生活の経験(大人の姿を見て真似

する等)を遊びの中で表現しています。 

 
ボタンを押したらジュースが出てくるよ！

何味にしますか～？ 

 
洗濯物あったかいね♪ 

 
洗濯終わったら干すよ！ 

 保育者も遊びの中に入り、子どもたちと一緒におままごとを楽しんでいますが、友だち同士でやり取りをす

る姿も多く見られるようになり、「いらっしゃいませー！」「赤ちゃん泣いてるの～」「お買い物いってくるか

ら！」と様々な状況を設定して楽しんでいます♪それぞれお気に入りのスカートや人形、玩具や場所があり、

「自分の！」という思いは強いですが、保育者の仲介で友だちの思いを知ったり、物の貸し借りをしたりしな

がら共有の物で楽しく遊んでいます！ 

 
ブロックの棒を持って

一緒にお勉強中… 

 

「なんかおでこ熱いね！お熱あるかも」と病院ごっ

こが始まります。人形をお世話するところから、更

に保育者、周りの友だちへとやりとりが広がりま

す。熱を測ったり、布団に見立ててスカーフを体に

かけたり、薬を持ってきたりとやり取りをしながら

イメージを広げています。 

 

「いらっしゃいませ～どれにしますか

ー？」と店員さんになりきります。そ

の声を聞いて「ピザください！」と

お客さんがやってきて、お店屋さん

のやり取りを楽しんでいました。 

 おままごとの中では、友だち同士での楽しそうな会話や、面白い言動が見られます。そのような小さなつぶ

やきや言動を拾い、遊びを発展させていけたらなと思っています。遊びがどのように広がっていくのか、子ど

もたちのやり取りによってどのように深まっていくのか、とても楽しみです！ 


